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ハ

次
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
こ
の
項
の
認
定
を
取
り
消
さ
れ
、
当
該
取
消
し
の
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い

者
（
当
該
認
定
を
取
り
消
さ
れ
た
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
取
消
し
の
処
分
に
係
る
行
政
手

続
法
（
平
成
五
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
あ
っ
た
日
前
六
十
日
以
内
に
当
該
法

人
の
役
員
で
あ
っ
た
者
で
当
該
取
消
し
の
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
も
の
を
含
む
。）

ニ

営
業
に
関
し
成
年
者
と
同
一
の
行
為
能
力
を
有
し
な
い
未
成
年
者
で
そ
の
法
定
代
理
人
（
法
定
代
理
人
が
法

人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
役
員
を
含
む
。）が
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

ホ

法
人
で
そ
の
役
員
又
は
政
令
で
定
め
る
使
用
人
の
う
ち
に
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
の
あ

る
も
の

ヘ

個
人
で
政
令
で
定
め
る
使
用
人
の
う
ち
に
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
の
あ
る
も
の

ト

廃
棄
物
処
理
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ヘ
に
該
当
す
る
者

（
再
資
源
化
事
業
計
画
の
変
更
等
）

第
十
一
条

前
条
第
三
項
の
認
定
を
受
け
た
者
（
以
下
「
認
定
事
業
者
」
と
い
う
。）は
、
同
条
第
二
項
第
四
号
か
ら
第

八
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
主
務
大
臣
の
認

定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
主
務
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

認
定
事
業
者
は
、
前
項
た
だ
し
書
の
主
務
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
主
務
省
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
旨
を
主
務
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

認
定
事
業
者
は
、
前
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
、
第
九
号
又
は
第
十
号
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
し
た
と

き
は
、
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
主
務
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

主
務
大
臣
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
条
第
三
項
の
認
定
を
取
り
消
す
こ
と

が
で
き
る
。

一

認
定
事
業
者
（
前
条
第
三
項
の
認
定
に
係
る
再
資
源
化
事
業
計
画
（
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
又
は
前
二
項

の
規
定
に
よ
る
届
出
に
係
る
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
後
の
も
の
。
以
下
「
認
定
計
画
」
と
い
う
。）に

記
載
さ
れ
た
同
条
第
二
項
第
六
号
に
規
定
す
る
者
を
含
む
。
以
下
「
認
定
事
業
者
等
」
と
い
う
。）が
、
認
定
計
画

に
従
っ
て
再
資
源
化
事
業
を
実
施
し
て
い
な
い
と
き
。

二

認
定
事
業
者
が
、
認
定
計
画
に
記
載
さ
れ
た
前
条
第
二
項
第
六
号
に
規
定
す
る
者
以
外
の
者
に
対
し
て
、
当
該

認
定
に
係
る
使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
の
再
資
源
化
に
必
要
な
行
為
を
委
託
し
た
と
き
。

三

認
定
事
業
者
等
の
能
力
又
は
前
条
第
二
項
第
七
号
に
掲
げ
る
施
設
若
し
く
は
同
項
第
八
号
に
規
定
す
る
施
設

が
、
同
条
第
三
項
第
三
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
と
き
。

四

認
定
事
業
者
等
が
前
条
第
三
項
第
四
号
イ
か
ら
ト
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
。

５

前
条
第
三
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
認
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
の
引
取
り
に
応
ず
る
義
務
）

第
十
二
条

認
定
事
業
者
は
、
第
十
条
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
区
域
内
の
市
町
村
か
ら
、
当
該
市
町
村
が
分
別
し
て

収
集
し
た
使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
の
引
取
り
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
主
務
省
令
で
定
め
る
正
当
な
理
由
が
あ
る

場
合
を
除
き
、
当
該
使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
を
引
き
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
認
定
事
業
者
等
に
係
る
廃
棄
物
処
理
法
の
特
例
）

第
十
三
条

認
定
事
業
者
は
、
廃
棄
物
処
理
法
第
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
六
項
又
は
第
十
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第

六
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
な
い
で
、
当
該
認
定
に
係
る
使
用
済
小
型
電
子

機
器
等
の
再
資
源
化
に
必
要
な
行
為
（
一
般
廃
棄
物
（
廃
棄
物
処
理
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
一
般
廃
棄
物
を

い
う
。
第
七
項
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
産
業
廃
棄
物
（
廃
棄
物
処
理
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
産
業
廃
棄
物
を

い
う
。
次
項
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
収
集
若
し
く
は
運
搬
又
は
処
分
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
第

三
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
業
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

認
定
事
業
者
は
、
前
項
に
規
定
す
る
行
為
（
産
業
廃
棄
物
の
収
集
若
し
く
は
運
搬
又
は
処
分
に
該
当
す
る
も
の
に

限
る
。）を
認
定
計
画
に
記
載
さ
れ
た
第
十
条
第
二
項
第
六
号
に
規
定
す
る
者
に
委
託
す
る
場
合
に
は
、
政
令
で
定
め

る
基
準
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

認
定
事
業
者
の
委
託
を
受
け
て
使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
の
再
資
源
化
に
必
要
な
行
為
を
業
と
し
て
実
施
す
る
者

（
認
定
計
画
に
記
載
さ
れ
た
第
十
条
第
二
項
第
六
号
に
規
定
す
る
者
に
限
る
。）は
、
廃
棄
物
処
理
法
第
七
条
第
一
項

若
し
く
は
第
六
項
又
は
第
十
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
六
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
許
可

を
受
け
な
い
で
、
認
定
計
画
に
従
っ
て
行
う
使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
の
再
資
源
化
に
必
要
な
行
為
を
業
と
し
て
行

う
こ
と
が
で
き
る
。

４

認
定
事
業
者
は
、
廃
棄
物
処
理
法
第
六
条
の
二
第
六
項
、
第
七
条
第
十
三
項
、
第
十
五
項
及
び
第
十
六
項
並
び
に

第
七
条
の
五
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
係
る
罰
則
を
含
む
。）又
は
廃
棄
物
処
理
法
第
十
二
条
第
五
項
、
第
十
二
条

の
四
第
一
項
、
第
十
四
条
第
十
二
項
か
ら
第
十
五
項
ま
で
及
び
第
十
七
項
並
び
に
第
十
四
条
の
三
の
三
の
規
定
（
こ

れ
ら
の
規
定
に
係
る
罰
則
を
含
む
。）の
適
用
に
つ
い
て
は
、
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
者
（
廃
棄
物
処
理
法
第
七
条

第
十
二
項
に
規
定
す
る
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
者
を
い
う
。
次
項
及
び
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。）若
し
く
は
一
般

廃
棄
物
処
分
業
者
（
廃
棄
物
処
理
法
第
七
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
一
般
廃
棄
物
処
分
業
者
を
い
う
。
次
項
及
び
第

六
項
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
者
（
廃
棄
物
処
理
法
第
十
四
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
産
業

廃
棄
物
収
集
運
搬
業
者
を
い
う
。
次
項
及
び
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。）若
し
く
は
産
業
廃
棄
物
処
分
業
者
（
廃
棄
物

処
理
法
第
十
四
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
産
業
廃
棄
物
処
分
業
者
を
い
う
。
次
項
及
び
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。）と

み
な
す
。

５

第
三
項
に
規
定
す
る
者
は
、
廃
棄
物
処
理
法
第
六
条
の
二
第
六
項
、
第
七
条
第
十
三
項
及
び
第
十
四
項
並
び
に
第

七
条
の
五
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
係
る
罰
則
を
含
む
。）又
は
廃
棄
物
処
理
法
第
十
二
条
第
五
項
、
第
十
二
条
の

四
第
一
項
、
第
十
四
条
第
十
二
項
か
ら
第
十
六
項
ま
で
及
び
第
十
四
条
の
三
の
三
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
係
る

罰
則
を
含
む
。）の
適
用
に
つ
い
て
は
、
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
者
若
し
く
は
一
般
廃
棄
物
処
分
業
者
又
は
産
業
廃

棄
物
収
集
運
搬
業
者
若
し
く
は
産
業
廃
棄
物
処
分
業
者
と
み
な
す
。

６

前
二
項
に
規
定
す
る
者
は
、
廃
棄
物
処
理
法
第
十
九
条
の
三
の
規
定
（
同
条
の
規
定
に
係
る
罰
則
を
含
む
。）の
適

用
に
つ
い
て
は
、
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
者
若
し
く
は
一
般
廃
棄
物
処
分
業
者
又
は
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
者

若
し
く
は
産
業
廃
棄
物
処
分
業
者
と
み
な
す
。

７

一
般
廃
棄
物
処
理
基
準
（
廃
棄
物
処
理
法
第
六
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
一
般
廃
棄
物
処
理
基
準
を
い
う
。）に

適
合
し
な
い
使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
（
一
般
廃
棄
物
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）の
収
集
、
運
搬
又
は
処
分
が
行
わ
れ

た
場
合
に
お
い
て
、
認
定
事
業
者
が
当
該
収
集
、
運
搬
若
し
く
は
処
分
を
行
っ
た
者
に
対
し
て
当
該
収
集
、
運
搬
若

し
く
は
処
分
を
す
る
こ
と
を
要
求
し
、
依
頼
し
、
若
し
く
は
唆
し
、
又
は
こ
れ
ら
の
者
が
当
該
収
集
、
運
搬
若
し
く

は
処
分
を
す
る
こ
と
を
助
け
た
と
き
は
、
当
該
認
定
事
業
者
は
、
廃
棄
物
処
理
法
第
十
九
条
の
四
の
規
定
（
同
条
の

規
定
に
係
る
罰
則
を
含
む
。）の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
者
等
に
該
当
す
る
も
の
と
み
な

す
。

（
産
業
廃
棄
物
の
処
理
に
係
る
特
定
施
設
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
特
例
）

第
十
四
条

産
業
廃
棄
物
の
処
理
に
係
る
特
定
施
設
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
六
十
二
号
）

第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
産
業
廃
棄
物
処
理
事
業
振
興
財
団
（
次
項
に
お
い
て
「
振
興
財
団
」

と
い
う
。）は
、
同
法
第
十
七
条
各
号
に
掲
げ
る
業
務
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一

認
定
事
業
者
等
が
認
定
計
画
に
従
っ
て
行
う
使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
の
再
資
源
化
（
産
業
廃
棄
物
の
処
理
に

該
当
す
る
も
の
に
限
る
。）の
用
に
供
す
る
施
設
の
整
備
の
事
業
に
必
要
な
資
金
の
借
入
れ
に
係
る
債
務
を
保
証
す

る
こ
と
。

二

認
定
事
業
者
等
が
認
定
計
画
に
従
っ
て
行
う
研
究
開
発
（
産
業
廃
棄
物
の
処
理
に
関
す
る
新
た
な
技
術
の
開
発

に
資
す
る
も
の
に
限
る
。）に
必
要
な
資
金
に
充
て
る
た
め
の
助
成
金
を
交
付
す
る
こ
と
。

三

前
二
号
に
掲
げ
る
業
務
に
附
帯
す
る
業
務
を
行
う
こ
と
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
振
興
財
団
が
同
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
場
合
に
は
、
産
業
廃
棄
物
の
処
理
に
係
る
特

定
施
設
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
十
八
条
第
一
項
中
「
掲
げ
る
業
務
」
と
あ
る
の
は
「
掲
げ
る
業
務
及
び
使

用
済
小
型
電
子
機
器
等
の
再
資
源
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
。
以
下
「
再
資
源

化
促
進
法
」
と
い
う
。）第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
業
務
」
と
、
同
法
第
十
九
条
中
「
掲
げ
る
業
務
」
と
あ

る
の
は
「
掲
げ
る
業
務
及
び
再
資
源
化
促
進
法
第
十
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務
」
と
、
同
法
第
二
十
一
条
第

二
号
中
「
掲
げ
る
業
務
及
び
」
と
あ
る
の
は
「
掲
げ
る
業
務
及
び
再
資
源
化
促
進
法
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
に
掲

げ
る
業
務
並
び
に
」
と
、
同
条
第
三
号
中
「
掲
げ
る
業
務
及
び
こ
れ
に
」
と
あ
る
の
は
「
掲
げ
る
業
務
及
び
再
資
源

化
促
進
法
第
十
四
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
業
務
並
び
に
こ
れ
ら
に
」
と
、
同
法
第
二
十
二
条
第
一
項
、
第
二
十

三
条
及
び
第
二
十
四
条
第
一
項
第
一
号
中
「
掲
げ
る
業
務
」
と
あ
る
の
は
「
掲
げ
る
業
務
又
は
再
資
源
化
促
進
法
第

十
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務
」
と
、
同
法
第
二
十
三
条
中
「
こ
の
章
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
章
又
は
再
資
源

化
促
進
法
」
と
、
同
法
第
二
十
四
条
第
一
項
第
三
号
中
「
こ
の
章
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
章
若
し
く
は
再
資
源
化
促

進
法
」
と
、
同
法
第
三
十
条
中
「
第
二
十
二
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
二
条
第
一
項
（
再
資
源
化
促
進
法

第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）」
と
、「
同

項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
二
条
第
一
項
」
と
す
る
。
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